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研究成果の概要（和文）： 

ゲノム研究と関連の応用技術について市民やその他の非専門家が理解を深めるための活動、お
よびゲノム研究者と市民・非専門家との双方向のコミュニケーションのための活動を効果的に
実施するための留意点を、「ゲノムひろば」などの実践活動を通して明らかにした。高度な科学
研究をテーマにするためには科学とイベント開催の両方についての知識と経験を持つ専門的人
材の配置が必要であること、倫理的・社会的課題については別途議論の場をデザインする必要
があることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of the research is to analyze necessary points to consider when organizing 
practical communication activities about genomics for the general public. Research was 
also conducted to find ways to foster direct dialogues between genomics researchers and 
ordinary people. The research showed importance of having professions who have knowledge 
and experiences both about scientific research and public events in order to organize 
effective science communication activities. It also showed the need of further research 
to find a good design for debates on ethical and social issues of genomics.  
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 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 11,600,000 0 11,600,000 

2006 年度 12,300,000 0 12,300,000 

2007 年度 12,100,000 0 12,100,000 

2008 年度 12,100,000 0 12,100,000 

2009 年度 12,100,000 0 12,100,000 

総 計 60,200,000 0 60,200,000 
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１．研究開始当初の背景 

ゲノム研究は、医療や創薬、農産物の改良
といった応用面に加え、生物や人間に対する
見方（生命観・人間観）などの思想的側面に
おいても大きな社会的影響を及ぼし始めて

いる。今後、医療や農業などの応用面で具体
的な成果が生まれるにつれ、その影響は飛躍
的に大きくなると予想される。 

 ゲノム研究の成果が社会に受け入れられ、
最大限の成果を生み出すためには、広く一般
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市民を含む社会の構成員がゲノム研究を理
解することが重要になる。また、ゲノム研究
に対して市民が持つ疑問や不安、意見などを
ゲノム研究者のコミュニティが聞き、双方向
の議論をしながら研究の進め方や技術の適
切な利用方法を探ることが重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、ゲノム研究の現状やゲノム研
究から生まれる応用技術について、一般市民
やその他の非専門家が理解を深めるための
情報発信の方法、および、ゲノム研究者と市
民・非専門家との双方向のコミュニケーショ
ンのための効果的方法を、具体的実践とその
検証という手法を用いて開発することを目
的としている。また、専門の壁を越えた若手
の研究者を雇用し、研究グループに参加させ
ることにより、この分野を担う次世代の研究
者・専門家を育てることも目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) ゲノム研究者と市民との交流事業であ
る「ゲノムひろば」の改良と効果の測定 
 平成 14～16 年度の「ゲノムひろば」の結
果を踏まえ、平成 17～19 年度においては、
プログラムなどの実施形態について改良を
加えた「ゲノムひろば」を開催し、その効果
をアンケート調査・聞き取り調査等により検
証する。知識伝達、興味のレベルの変化、ゲ
ノム研究やゲノム研究者に対するイメージ
の変化、といった点に焦点を当て効果の検証
を行う。なお、「ゲノムひろば」は、ゲノム
特定 4領域のうち、生命システム情報領域の
総括班の事業として実施する。 
(2)一般市民・非専門家がゲノム研究に対し
て持つイメージや、研究情報のニーズの調査 
 同じ応用ゲノム領域内の山縣然太朗氏（山
梨大学）によって一般市民をランダムに抽出
して行う調査を利用し、データの比較が可能
になるようにする。これらの調査の結果は、
研究情報の発信や以下で述べる「ゲノムひろ
ば」の実施に当たって留意すべき点を知るた
めの基礎となる。 
 
４．研究成果 
(1)「ゲノムひろば」の実施概要 
    「ゲノムひろば」は前特定領域の開催スタ
イルを踏襲し、2006 年から 2008 年まで毎年
秋に都心部で開催した。2006 年は東京と京都
の２カ所で開催し、最終年度の 2009 年は夏
に開催した。 
    会場には毎年新しい場所を候補に挙げた。
開催都市として仙台や神戸といった新しい
都市も候補に挙げ、最終的には 2007 年に大
阪で、2008 年に名古屋で初開催を行った。ま
た、「研究者が街に出る」といった前特定領
域の「ゲノムひろば」からのコンセプトを踏

襲し、東京では丸ビル・アキバスクエア（秋
葉原駅前）、大阪ではＯＭＭビル（地下鉄・
京阪「天満橋」駅直結）といった街中で開催
した。また 2006 年と 2008 年にはそれぞれ、
京都大学と名古屋大学で、これまでになかっ
た大学での開催を行った。 
    各会場 1,000 人前後の来場者が訪れた。出
展研究者数は会場の大きさによって違いが
あるが、平均して約 180 名の班員と班員の研
究室メンバー（学生含む）が参加した。5 回
の開催で、来場者総数は延べ約 6,000 人、出
展研究者総数は延べ 900 人にのぼる。 
「ゲノムひろば」ではゲノム研究者と市民
（非専門家）との双方向コミュニケーション
を目指し、以下のプログラムを行った。 
①ゲノム研究勢ぞろい 
「ゲノムひろば」の中心となるプログラム。
班員とその研究室のメンバー（学生含む）が、
自らの研究をわかりやすく紹介したポスタ
ーを作成し、実際に研究に使う生き物・機材
や模型などの実物展示も準備した。これらを
使って自らの研究を来場者に紹介し、来場者
からの疑問や質問にも直接答えた。 
②そもそもゲノム 
ゲノムの基礎知識をまとめた７枚のパネル
を用いて、解説員が基本知識を来場者に直接
説明した。 
③おしゃべりゲノム 
来場者の多様な関心に合わせ、研究者と来場
者がさまざまな話題を対等な目線で”おし
ゃべり”する目的で設置した。 
④ゲノムセミナー・ゲノム談議 
「ゲノムセミナー」は講演スタイルでその時
代のゲノム研究で注目されるトピックスを
紹介した。「ゲノム談議」は各界のオピニオ
ンリーダーをゲストに迎え、自由闊達な意見
交換を行うことでゲノム研究の時代的・社会
的意義を考えることを目指したパネルディ
スカッションを行った。 
⑤プレワークショップ 
「ゲノム研究勢ぞろい」の参加研究者を対象
に、非専門家に向けた実物展示付きポスター
展示制作の勉強会として、毎年「ゲノムひろ
ば」の約１ヶ月前に開催した。参加研究者の
負担軽減と、市民とのコミュニケーションの
効率を上げる目的で実施した。 
 
(２)「ゲノムひろば」における調査 
①来場者アンケート 
 各年度とも来場者に対してアンケート調
査を行った。各会場では入場時にパンフレッ
トと共にアンケート用紙を配布し、出場時に
受付で回収した。調べた内容は大きく分けて
３点あり、主に明らかとなった点は以下の通
りである。 
ⅰ）来場者の属性（職業・来場目的・ゲノム
認知度） 



 

 

小学生から高齢者まで幅広い属性が参加し
ている。ゲノムの基礎知識と最先端の研究を
知ることを目的とした来場者が最も多い。 
ⅱ）広報の効果（開催情報入手先） 
会場周辺の電車の中吊り広告の効果は高い。
街中の会場の立地条件によっては、ゲノム研
究に興味を示さない人も多く訪れる。 
ⅲ）ゲノムひろばスタイルの効果（体験・印
象） 
来場者の知識や興味に合わせた解説が、来場
者の満足度が最も高まる要因である。 
②成果公開シンポジウム 
 2008 年、2009 年１月に開催した特定領域
「ゲノム」４領域主催「成果公開シンポジウ
ム」でも同様の来場者アンケートを行い、シ
ンポジウム型（講演形式）と「ゲノムひろば」
型とを比較した。「ゲノムひろば」の活動と
して特徴的な効果は以下の二点である。 
ⅰ)シンポジウム型よりも幅広い属性を対象
にできる ⅱ)対話によって来場者の知識・
興味にあった研究紹介が可能である。 
③参加研究者アンケート 
 各年度とも参加研究者に対して「ゲノムひ
ろば」終了後に E-Mailアンケートを行った。
過去４年間での回答者総数は 481 名である。
調べた内容は以下の４点。ⅰ)参加研究者の
属性（職業・参加経験）ⅱ)研究紹介の工夫・
困難だった点 ⅲ)参加による影響 ⅳ)参
加による負担。アンケートから得られた研究
紹介の工夫・困難だった点については、回答
を集約し、市民（非専門家）への研究紹介方
法としてまとめ、各年度のプレワークショッ
プで参加研究者へ紹介した。参加による影響
として最も多かった回答は教育効果に対す
る回答であった。また、参加によって、市民
との対話だけでなく、研究者同士の交流にな
ったといった回答も得られた。 
④「ゲノムひろば」の運営体制に関する検討
と分析 
 社会との接点活動をより効果的かつ効率
的に継続して行うため、ゲノムひろば運営体
制の検討と分析を行った。具体的にはゲノム
ひろば開催に必要な業務を事前・開催時・事
後に分けすべてリストアップし、民間業者に
委託可能なもの、不可能なものに分類を行っ
た。また運営体制を図式化し、各作業の課題
を整理した。運営上の課題としては、大きく
分けて４つがあることが明らかになった。以
下は「ゲノムひろば」の運営体制を図式化し
たものである（2009 年度は支出経路が一部異
なる）。 
課題１：大学経理のスタイルではイベント業
務への研究費の支出に制約がある。  
課題２：イベントの特殊性から運営を外部業
者にすべて委託することは不可能。  
課題３：イベントの効率化と参加研究者の負
担軽減のためにサポートが必要。 

課題４：運営を統括する組織に多大な負担が
かかり、専門的な人材も必要。 

        
「ゲノムひろば」開催にあたって目指した目
標は「ゲノム研究者と市民（非専門家）との
双方向コミュニケーション」である（目的１）。
この目的を達成するためには、市民（非専門
家）が「ゲノム」に関する基礎知識やゲノム
研究を知ることが必要である（目的２）。ま
たゲノム研究者も市民の認識や考えを知り、
社会の中でのゲノム研究の意義を捉え直す
必要がある（目的３）。 
 「ゲノムひろば」では４年間（計５回）の
開催で延べ約 6,000 人の来場者を迎え、幅広
い属性にゲノムの基礎知識から最先端の研
究までを伝えることができた。この点から目
的２に関してはある程度の効果があったと
考えられる。またアンケート調査より、参加
研究者にとっては、自分の研究を見つめ直す
機会になったとの回答が得られており、目的
３に関する効果もある程度はあったと捉え
ている。一方、双方向コミュニケーションに
関しては、ゲノム研究者と市民との対話はあ
ったものの、研究の推進や応用技術について
の具体的指針について検討する機会は得ら
れなかったと考えている。 
    
(3)新規の教育プログラム及びコミュニケー
ション手法の開発 
①高等学校におけるゲノム教育プログラム
の開発と検証 
 2006 年度に制作した「一家に一枚ヒトゲノ
ムマップ」を用いた授業モデルを、高等学校
などの教育現場で実施した。具体的には、滋
賀教育プログラムの効果について、受講直後
の質問紙調査と受講後１０ヶ月後のフォー
カスグループインタビューの結果を分析し
た。 
②視覚的アプローチを用いた手法開発 
 生物を対象とした電子顕微鏡写真展を京
都の法然院（お寺）で開催した（来場者数 
1428 名）。科学と切り離された場所での開催、
アートとしての科学展示をキーワードに、一
般市民への生命科学への興味の喚起と手法



 

 

の開発を目的とし、来場者へのアンケート調
査・聞き取り調査から効果の検証を行った。 
③対等なコミュニケーションを目指した新
規手法開発 
 研究情報の伝達だけでなく、生命科学や生
命科学と社会との課題についてゲノム研究
者と一般市民・非専門家とが双方向のコミュ
ニケーションを行える企画を目指した。参加
者（専門家・非専門家）へのアンケート調査・
聞き取り調査から効果を検証した。 
    
(4) 国内外の科学コミュニケーション活動
の現状調査 
①コミュニケーション活動のマッピング 
 「ゲノムひろば」を含め、科学研究の専門
家が関与するコミュニケーション活動の事
例とその評価について、国内外の事例に関す
る情報を収集し、マッピング（見取り図の作
成）を行った。 
②特定の社会的課題に関するコミュニケー
ション活動の現状把握 
 特定の社会的課題として、遺伝子組み換え
作物に注目した調査を行った。社会的議論の
現状把握を目的に、日本における遺伝子組換
え関連制度の経緯・背景とそれらに関する言
説の分析を行った。    
    
(5) その他の研究活動 
①「生命科学と社会のコミュニケーション研
究会」の実施 
 科学コミュニケーション分野における関
係者の交流の場を設け、若手育成にも資する
ことを目的に研究会を計８回実施した。 
②国際セミナーと国際ワークショップの開
催 
 2006 年と 2009 年に、海外からヒトゲノム
研究の倫理的・法的社会的課題に関する研究
者を招き、国際セミナーおよび国際ワークシ
ョップを開催した。 
(6)ヒトゲノム多型データの共有方針案の作
成 
 ヒトゲノム多型データを研究者間で共有
するための方針案を作成した。この方針案に
ついて広く周知し意見を集めるために、パブ
リックフォーラム「ゲノム医学のこれから」
を開催した。質問紙調査とパネルディスカッ
ション内での質疑応答から来場者の意見を
収集した。このデータ共有方針案は、日本の
国としての統合データベースにおける共有
方針を作成するためのたたき台となった。 
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